
人
口
減
少
社
会
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
歩
む

全
国
の
企
業
の
取
組
事
例
を
参
考
に

構
造
的
人
手
不
足

へ
の
対
応
考
え
る

構
造
的
な
人
手
不
足
と
な
り
、
今
後
も

人
手
不
足
感
が
高
ま
り
や
す
い
環
境
が
続

く
と
み
ら
れ
る
。
全
国
の
企
業
の
取
組
事

例
を
参
考
に
、
自
社
に
適
し
た
対
応
策
を

策
定
し
、
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。

構
造
的
な
人
手
不
足

山
形
県
短
観
の
デ
ー
タ
を
用
い
て

「県

内
企
業
の
業
況
判
断
と
人
手
不
足
感
の
推

移
」
（図
表
１
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

１０

年
前
ま
で
は
、
企
業
の
業
況
感
と
人
手
不

足
感
は
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
に
推
移
し
て
い
た

が
、
そ
れ
以
降
は
そ
れ
ら
が
乖
離
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
前
は
、
企

業
の
業
況
感
が
悪
化
す
る
と
、
人
手
不
足

感
は
和
ら
い
で
い
た
が
、
足
も
と
で
は
、

企
業
の
業
況
感
が
悪
化
す
る
も
と
で
も
、

人
手
不
足
感
は

一
段
と
高
ま
り
、
コ
ロ
ナ

前
よ
り
も
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

特
に
、
若
年
層
、
Ｄ
Ｘ
人
材
な
ど
の
専
門

人
材
、
宿
泊

ｏ
飲
食
等
の
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
業
に
従
事
す
る
人
材
な
ど
の
不
足
感
を

指
摘
す
る
声
が
多

い
。

我
が
国
経
済
は
、
女
性
の
社
会
進
出
や

高
齢
者
の
活
用
に
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
中
で
も
就
業
者
数
を
増
や
し

て
き
た
が
、
そ
う
し
た
手
法
は
限
界
を
迎

え
て
い
る
。

「景
気
循
環
に
伴
う
人
手
不

足
」
か
ら

「構
造
的
な
人
手
不
足
」
に
シ

フ
ト
し
た
と
考
え
て
い
る
。

全
国
の
企
業
の
人
手
不
足
対
応

人
手
不
足
が
構
造
的
な
様
相
を
強
め
て

い
る
が
、
先
行
き
も
、
人
口
動
態
の
変
化

等
を
踏
ま
え
る
と
、
人
手
不
足
感
が
高
ま

り
や
す
い
環
境
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
人
手

不
足
を
不
可
避
の
課
題
と
捉
え
、
適
応
す

る
た
め
の
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。
県
内
企
業
経
営
者
の
方

か
ら
の
声
を
踏
ま
え
、
全
国
の
企
業
の
人

手
不
足
対
応
を
整
理
し
た

（図
表
２
）
。

自
社
に
適
し
た
対
応
策
が
何
か
、
新
た
な

着
眼
点
は
な
い
か
を
検
討
す
る
際
に
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
国
の
企
業
は
人
材

の
確
保

の
た
め

様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
人
手

不
足
感

の
高
ま
り
に
伴

い
、
そ
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
加
し
て
い
る
。
企
業
の

取
り
組
み
は
①
人
材
確
保
②
生
産
性
向
上

③
業
務

・
体
制
見
直
し
に
大
別
で
き
る
。

ま
ず
人
材
確
保
策
に
つ
い
て
み
る
と
、

賃
上
げ
を
中
心
と
し
た
処
遇
改
善
が
拡

が

っ
て
い
る
。
人
材
獲
得
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化

（女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
、
副
業

人
材
な
ど
）
が

一
段
と
進
む
と
と
も
に
、

雇
用
形
態

の
多
様
化

（
ス
ポ

ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
の
活
用
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入

し
て
全
国
で
人
材
を
募
集
な
ど
）
に
よ

り
、
人
手
を
確
保
す
る
工
夫
も
拡
が

っ
て

い
る
。

生
産
性
向
上
策
に
つ
い
て
み
る
と
、
自

動
化

・
省
力
化
投
資
が
増
加
し
て
い
る
。

人
手
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
み
ら
れ
て

い
た
対
人
業
務
や
経
験

・
勘
な
ど
の
暗
黙

知
に
支
え
ら
れ
て
い
る
高
技
術
業
務
ま

で
、
自
動
化
の
対
象
が
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
前
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
立
し
て
Ｄ
Ｘ
人
材
を
育
成
し
た

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
基
準

（免
許
保
有

者
）
を
緩
和
し
免
許
未
保
有
者
の
社
費
取

得
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
た
り

す
る
な
ど
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
能
力

向
上
を
図
る
企
業
も
み
ら
れ
て
い
る
。

人
手
不
足
を
契
機
に
、
業
務
や
体
制
の

見
直
し
に
踏
み
切
る
企
業
も
み
ら
れ
て
い

る
。
自
社
の
技
術
力
を
踏
ま
え
、
市
場
競

争
力
の
高
い
製
品
に
注
力
す
る

一
方
、
市

場
競
争
力
の
低
い
製
品
で
は
撤
退
を
図
る

な
ど
、
人
手
不
足
を
契
機
と
し
て
事
業
の

選
択
と
集
中
を
進
め
た
り
、
Ｄ
Ｘ
人
材
の

確
保
を
目
的
に
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
化

し
た
り
す
る
企
業
も
み
ら
れ
る
。
経
営
統

合
に
よ

っ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
人
手
が
不

足
し
て
い
る
技
術
職
を
融
通
し
た
り
、
同

業
他
社
と
人
材
を
融
通
し
合

っ
た
り
、
「人
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(図表 1)県内企業の業況判断と人手不足感の推移
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材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
も
拡
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
企
業
の
動
き
を
、
行
政

・
経

済
団
体

・
金
融
機
関

・
教
育
機
関
が
支
援

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
外
部
人
材
の

活
用
や
人
材
育
成
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化

促
進
の
た
め
の
計
画
策
定
や
そ
の
実
践
を

支
援
し
た
り
、
個
々
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
新
技
術
に
つ
い
て
企
業
と
研
究

機
関
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
り
、
販
路
の

拡
大
を
支
援
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
取
引
先
企
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
を
行
う
専
門
チ
ー
ム
を
組
成
す

る
金
融
機
関
も
み
ら
れ
て
い
る
。

生
産
性
向
上
等
も
検
討
を

労
働
意
欲
を
活
用
す
る
工
夫
を
検
討
し
て

も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

「山
形
モ
デ
ル
」
の
創
出
？

人
口
減
少
社
会
と
い
う
と
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
話
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
も
多

い
。
賃
上
げ
を
含

め
、
処
遇
が
改
善
し
、
人
を
大
切
に
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
。
就
業
や
転
職
は
容

易
と
な
り
、
望
ま
ぬ
失
業
は
減
り
、
生
産

性
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
。

「
山
形
県
経
済
の

大
谷
翔
平
」
と
言
わ
れ
る
、
様

々
な
業

種

・
企
業
に
お
い
て

一
人
三
役
三
役
で
大

活
躍
す
る
ス
ー
パ
ー
企
業
人
も
出
現
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

産
学
官
金
の
連
携
な
ど
の
山
形
の
強
み

を
活
か
し
て
人
口
減
少
社
会
を
乗
り
切
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発

・
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
今
後
、
人
口
減
少
に
対
峙
す

る
多
く
の
国
や
地
域
が
参
考
に
す
る
モ
デ

ル
と
な
る
。
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
専
門
人
材
の
融

通
や
共
同
で
の
運
送

・
研
究
開
発
等
は
、

地
縁
の
深
い
地
域
の
方
が
進
め
や
す
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
口
減
少
は
、
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
。
人
が

介
在
す
る
課
題
の
た
め
、
不
連
続
な
対
応

は
避
け
、
計
画
的
に
取
り
組
み
、
新
た
な

「
強
み
」
に
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。
全
国
の
取
組
事
例
を
参
考
に
、
自
社

に
適
し
た
対
応
策
を
策
定
し
、
人
口
減
少

社
会
を
ポ
ジ
テ
イ
ブ
に
歩
み
進
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

F'11
:   ｀

1

業況悪化の

中でも

人手不足が

加速∵
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(図表2)企業の人手不足対応の選択肢 (全国の対応事例を整理して作成)
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企
業
の
取
り
組
み
の

留
意
点
に
つ
い
て
述
べ

れ
ば
、
①
人
材
確
保
だ

け
で
な
く
、
②
生
産
性

向
上
や
③
業
務
体
制
見

直
し
も
併
せ
て
検
討
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

①
人
材
確
保
の
み
に
止

ま
れ
ば
、
マ
ク
ロ
的
に

は
採
用
活
動
の
激
化
を

招
く
だ
け
に
な
る
た
め

で
あ
る
。

県
内
の
２０
～
３０
代
で

副
業
の
詐
欺
被
害
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

本
業
以
外
で
働
き
、
所

得
を
上
げ
た
い
潜
在
的

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
地
域
の

た
め
な
ら
ば
、
本
業
以

外
で
汗
を
か
く
こ
と
も

厭
わ
な
い
山
形
愛
が
豊

か
な
方
も
多

い
。
利
益

相
反
禁
止
な
ど
、
本
業

に
支
障
を
出
さ
な

い

ル
ー
ル
を
定
め
、
人
手

不
足
の
中
、
こ
う
し
た

① 賃上げを中心とした処遇改善

② 人材獲得チャネルの多様化(UI」 ターン、女性、高齢者、外国

人、副業人材、退職した人材の再雇用、従業員紹介制度、
一定期間の勤務を前提に給付型奨学金制度を導入など)

③ 雇用形態の多様化(スポットワーカー、リモートワークを前提

に全国で募集など)

① 自動化省人化投資、DX活用

② リスキリングによる従業員の能力開発

確保

人材

行政、経済

団体、金融

機関、大学

による企業
への支援

生産性

向上

① 不採算事業からの撤退、営業時間の短縮
② 他社との連携(人材シェアリング)、 M&A活用

業務

体制

見直し
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